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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年10月25日(2016.10.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　本発明の少なくとも１つの実施形態は、熱循環システムを通して繰り返し循環される急
冷媒体の粘度の増加を低減させる、または粘度および熱伝達係数の低下を維持する方法を
対象とする。本方法は、保存組成物を急冷媒体に添加するステップを含む。本組成物は、
ａ）高温重合阻害剤、ｂ）タール分散剤、およびｃ）粘度低減剤を含む。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　本組成物は、高沸点溶剤をさらに含み得る。高温重合阻害剤は、１－ナフトールもしく
はヒンダードフェノール、またはそれらの組み合わせであり得る。タール分散剤は、アル
キル置換フェノールホルムアルデヒド樹脂であり得る。粘度低減剤は、αオレフィン－ア
ルキルマレイン酸塩コ－ポリマーであり得る。本組成物は、１００～１００００ｐｐｍの
量になるように急冷媒体に添加され得る。急冷媒体は、急冷油であり得る。熱循環ループ
は、エチレン工場における一次分留塔急冷油ループであり得る。熱循環ループは、エチレ
ン工場またはＥＤＣ（二塩化エチレン）／ＶＣＭ（塩化ビニルモノマー）用途における一
次分留塔から成る群から選択されるものであり得る。反応槽内の急冷媒体の滞留時間は、
大きく変化し得る。反応槽内の急冷媒体の温度は、２０～３００℃であり得る。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　少なくとも１つの実施形態において、組成物は、エチレン工場またはＥＤＣ（二塩化エ
チレン）／ＶＣＭ（塩化ビニルモノマー）用途における一次分留塔の急冷油ループ、およ
びそれらの任意の組み合わせを含むが、これらに限定されない産業施設における急冷媒体
中の粘度の増加および熱伝達係数の低下を防ぐ。
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【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　これで、本発明の好ましい実施形態および代替の実施形態の説明を終了する。当業者で
あれば、本明細書に記載の特定の実施形態に対する他の等価物を認識することができ、そ
れらの等価物は、本明細書に添付される特許請求の範囲によって包含されるよう意図され
ている。以下、本発明の例示的な実施形態を列記する。
［１］
　熱循環システムを通して繰り返し循環される急冷媒体の粘度の増加を低減させる、また
は前記粘度および熱伝達係数の低下を維持する方法であって、前記方法は、保存組成物を
前記急冷媒体に添加することを含み、前記組成物は、
　ａ）高温重合阻害剤と、
　ｂ）タール分散剤と、
　ｃ）粘度低減剤と、
　を含む、方法。
［２］
　前記組成物が、高沸点溶剤をさらに含む、項目１に記載の方法。
［３］
　前記高温重合阻害剤が、１－ナフトールまたはヒンダードフェノールである、項目１に
記載の方法。
［４］
　前記タール分散剤が、アルキル置換フェノールホルムアルデヒド樹脂である、項目１に
記載の方法。
［５］
　前記粘度低減剤が、αオレフィン－アルキルマレイン酸塩コポリマーである、項目１に
記載の方法。
［６］
　前記組成物が、１００～１００００ｐｐｍの量になるように前記急冷媒体に添加される
、項目１に記載の方法。
［７］
　前記急冷媒体が、急冷油である、項目１に記載の方法。
［８］
　前記熱循環ループが、エチレン工場における一次分留塔急冷油ループである、項目１に
記載の方法。
［９］
　前記熱循環ループが、エチレン工場またはＥＤＣ（二塩化エチレン）／ＶＣＭ（塩化ビ
ニルモノマー）用途における一次分留塔から成る群から選択されるものである、項目１に
記載の方法。
［１０］
　反応槽内の前記急冷媒体の滞留時間が、大きく変化する、項目１に記載の方法。
［１１］
　前記反応槽内の前記急冷媒体の温度が、２０～３００℃である、項目１に記載の方法。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱循環ループを通して繰り返し循環される急冷媒体の粘度の増加を低減させる、または
前記急冷媒体の前記粘度および熱伝達係数の低下を維持する方法であって、前記方法は、
保存組成物を前記急冷媒体に添加することを含み、前記保存組成物は、
　ａ）高温重合阻害剤と、
　ｂ）タール分散剤と、
　ｃ）粘度低減剤と、
　を含み、前記高温重合阻害剤が、１－ナフトールまたはヒンダードフェノールであり、
前記タール分散剤が、アルキル置換フェノールホルムアルデヒド樹脂であり、前記粘度低
減剤が、αオレフィン－アルキルマレイン酸塩コポリマーであり、前記急冷媒体が、急冷
油である、方法。
【請求項２】
　前記保存組成物が、高沸点溶剤をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記保存組成物が、１００～１００００ｐｐｍの量になるように前記急冷媒体に添加さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記熱循環ループが、エチレン工場における一次分留塔急冷油ループである、請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　前記熱循環ループが、エチレン工場またはＥＤＣ（二塩化エチレン）／ＶＣＭ（塩化ビ
ニルモノマー）用途における一次分留塔から成る群から選択されるものである、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記熱循環ループ内の前記急冷媒体の滞留時間が、大きく変化する、請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　前記熱循環ループ内の前記急冷媒体の温度が、２０～３００℃である、請求項１に記載
の方法。
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